
SDGs未来都市 鶴岡鶴岡サイエンスパーク

市内3つの日本遺産ユネスコ食文化創造都市

山形県鶴岡市

• 以下が集積するバイオサイエンスの
研究拠点

慶應義塾大学先端生命科学研究所
国立がん研究センター鶴岡連携研究拠点
慶大発ベンチャー企業 ほか関連企業等

• 首相官邸 国際広報誌・YouTube
チャンネルで紹介（令和2年12月）

• ユネスコ創造都市ネットワーク
「食文化分野」 平成26年12月認定

（令和3年11月まで国内唯一）

• 多様な行事食・伝統食、50種以上の
在来作物

人口 面積

122,061人（R4.1月末時点) 1,311.51㎢
東北地方

最大

• 『出羽三山』 平成28年認定

• 『サムライゆかりのシルク』
平成29年認定

• 『北前船』令和元年認定
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• 令和2年7月認定

• つるおかSDGs推進パートナー
42企業・団体（令和4年2月時点）

• デジタル化による構造改革事業（野村総
合研究所との連携）など、取組を推進



鶴岡市の現状と課題
少子高齢化・人口減少の進展

主要因：高校等卒業者の転出が加速

①希望する

15.3%

②どちらかとい

うと希望する

30.6%

③どちらかという

と希望しない

46.5%

④全く希望しない

7.6%

鶴岡市の対応策

• 地元出身学生（大学生）等への就職支援

• 移住・定住支援施策のワンストップ提供

• 小中学校からのキャリア教育 等
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総人口 生産年齢人口

2040年には
人口が約3割
減少との予測

高校生「将来の地元回帰を...」

就職
県内 310人 22.0％

県外 119人 8.4％

進学
県内 172人 12.2％

県外 783人 55.5％

R3高卒者の進路状況（1,410人）

2更に後押しする支援が必要

-726 -685 -652 -678

703 703 670
692

-23

18 18 14

-30

-20

-10

0

10

20

30

-1000
-800
-600
-400
-200

0
200
400
600
800
1000

H28 H29 H30 R01

25～34歳 転入・転出状況 （単位：人）

転出 転入 差

25-34歳
若年層の
転入超過

（プラスの兆候も…）

2015年まで 総務省「国勢調査」より
2020年以降 国立社会保障・人口問題研究所による推計値より

総務省「住民基本台帳人口移動報告」より

鶴岡市商工課「令和3年3月高等学校卒業者進路状況調査」より 鶴岡市政策企画課「令和元年度 若者の就職・進学に関する意識調査」より



地元回帰推進のための更なる一手

地元出身の学生・社会人が鶴岡市に居住・就職した場合に、奨学金の返済を支援

目的

現状認識

• 県外に進学する場合、学費とは別に、一人暮らしのための費用等が発生

• 本市に戻った後の負担も少なくない（自家用車所有などの支出）

求められる
施策
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[私たちの想い]

一人でも多くの若者が、本市に残り、または戻ってきて、いきいきと
活躍してもらいたい

[仮説]

市外・県外で学んだことでかかった費用（＝奨学金）に対して支援することで、
社会人生活スタート時の経済的負担が軽減が図られ、魅力の一つとして認知して
もらえるのではないか



つるおかエール奨学金返済支援事業の創設

奨 学 金 返 済 支 援 事 業

若い皆さんへの「エール」 鶴岡市に「かエール」（帰る）

制度概要 特 徴

• 山形県事業「やまがた就職促進奨学金返還支援事
業」との連携（上乗せ支援）

• 奨学金返済だけでなく、就職支援や交流事業等も
含めたプログラムとして一体的に推進

地元出身等の学生／社会人（35歳以下）

鶴岡市内に居住・就業し3年間継続勤務

学生時に借入れた奨学金の返済額相当額
（上限201.6万円）を10年間、分割支給

県との連携
対象者

要 件

支 援
内 容

令和3年度開始

プログラムによる支援

4



つるおかエール事業の将来像

目標・成果

企業の皆様へ
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本市就職
マッチング
イベント等
への参加

返済支援事業
実施にあたり
寄附実績をPR

地方創生
モデル事業
への参画・
地域貢献

本市産業の
担い手確保、
活性化による
経済波及効果

民間機関視点による
事業へのアドバイス

つるおかエール事業への寄附によるメリット・実現されること 企業の皆さんと
連携したいこと

より直接的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大局的

目 標

成 果

助成候補者数 毎年度 52人

若者の地元回帰を起点とする好循環の創出

地元回帰促進 → 地域産業等の担い手増加 → 地域活力・魅力の向上
→ さらなる地元回帰の誘引 → ・・・

R3認定実績
学生89人、社会人3人

後年度負担 約8,000万円...



ご連絡・ご質問お待ちしております！

鶴岡市 企画部

政策企画課

☎ 0235-35-1184

✉ seisakukikaku@city.tsuruoka.yamagata.jp

直近決算期（3月等）中の寄附完了、
などのご相談にも迅速に対応いたします

冒頭ページに掲載の施策など、
奨学金返済支援事業以外のご説明も可能です

（主要事業をまとめたリーフレット）
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鶴岡市 企業版ふるさと納税
ホームページもぜひご覧ください

https://www.city.tsuruoka.lg.jp/shisei/
gaiyo/kigyou_furusato.html

[鶴岡市 企業版ふるさと納税のページ]

QRコード

【ご参考】

mailto:seisakukikaku@city.tsuruoka.yamagata.jp
https://www.city.tsuruoka.lg.jp/shisei/gaiyo/kigyou_furusato.html

